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1973年北海道生まれ。栗山町在住。
2014年、普及指導員を退職し、実家
の農業を営む。経営は和牛繁殖、施
設園芸が主体。普及指導員時代は、
主に水稲と農業経営を担当し、農業
経営の支援に尽力した。農業法人の
設立、経営試算ソフト「Hokkaido_Navi
システム」の開発、乾田直播の推進、
水田輪作体系の確立などに携わる。
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第
十
一
章

仕
事
が
で
き
、
ゴ
ル
フ
が
上
手
。
女
性

に
モ
テ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
。
上
司
に
も
部

下
に
も
信
頼
さ
れ
る
、
課
長
・
島
耕
作
。

私
は
作
者
の
弘
兼
憲
史
氏
と
も
ど
も
大

フ
ァ
ン
で
、
取
締
役
編
ま
で
は
全
巻
そ
ろ

え
て
い
る
。
時
折
、
無
性
に
読
み
た
く
な

り
、
い
ま
で
も
課
長
か
ら
取
締
役
ま
で
を

読
破
す
る
ま
で
、
他
の
読
み
物
を
手
に
取

る
こ
と
な
く
夢
中
に
な
る
。

な
ぜ
好
き
か
。
仕
事
も
恋
愛
も
徐
々
に

老ろ
う
か
い獪
さ
が
増
す
か
ら
で
あ
る
。
猛
烈
型
で

は
な
い
し
、
結
構
失
敗
も
早
と
ち
り
も
す

る
。
だ
が
、
彼
は
筋
を
通
せ
る
か
ら
か
、

周
囲
の
人
間
の
信
頼
も
厚
く
、
味
方
も
増

や
し
な
が
ら
困
難
を
乗
り
切
る
。
そ
の
経

験
を
活
か
し
、
自
ら
の
腕
前
を
上
げ
る
と

こ
ろ
が
な
ん
と
も
い
い
の
だ
。
最
初
は
結

構
情
け
な
い
男
で
あ
っ
た
が
、
紆
余
曲
折

し
な
が
ら
も
、
出
世
を
続
け
る
。
出
世
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
「
若
気
の
至
り
」
が
め
っ

き
り
少
な
く
な
る
の
で
、
私
が
愛
読
す
る

の
は
取
締
役
編
ま
で
と
な
る
。

さ
て
、
そ
の
島
耕
作
。
い
ま
は
会
長
職

と
な
り
、
農
業
論
を
打
ち
立
て
た
と
聞
い

た
。「
耕（
た
が
や
す
）」「
作（
つ
く
る
）」

の
名
前
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の
農
業
論
に
は

興
味
津
々
で
、
さ
っ
そ
く『
島
耕
作
の
農

業
論
』を
買
っ
た
。
こ
の
よ
も
や
ま
話
の

ネ
タ
に
し
な
い
手
は
な
い
と
。
し
か
し
、

読
破
い
ま
だ
成
ら
ず
。
次
回
に
は
、
読
後

の
感
想
を
述
べ
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
予
習
し
て
お
い
て
ほ

し
い
。

そ
れ
で
は
本
題
の
収
益
性
の
見
極
め
方

を
解
説
し
て
い
こ
う
。
経
営
を
行
な
う
に

は
、
資
金
が
必
ず
必
要
で
、
資
金
な
く
し

て
経
営
は
で
き
な
い
。
経
営
に
資
金
が
投

入
さ
れ
、
回
収
さ
れ
る
流
れ
を
図
１
に
示

し
た
。

自
己
で
用
意
し
た
資
金
が
50
万
円
、
１

年
後
に
返
済
す
る
約
束
で
借
り
入
れ
た
資

金
が
50
万
円
、
合
わ
せ
て
１
０
０
万
円
を

経
営
活
動
の
た
め
に
調
達
し
た
と
想
定
し

よ
う
。
次
に
そ
の
資
金
を
、土
地
や
機
械
、

生
産
資
材
等
の
購
入
、
さ
ら
に
は
労
賃
に

当
て
て
運
用
す
る
。
そ
の
結
果
、
生
産
し

た
農
産
物
の
販
売
に
よ
り
60
万
円
が
回
収

さ
れ
る
。
回
収
し
た
資
金
か
ら
50
万
円
を

約
束
の
返
済
に
使
い
、
10
万
円
が
自
己
資

金
と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
。
回
収
で
き
な

か
っ
た
40
万
円
の
一
部
は
、
機
械
や
在
庫

と
し
て
資
産
価
値
が
残
る
。

こ
れ
が
１
年
間
の
経
営
活
動
で
の
資
金

の
流
れ
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
）
で
あ
る
。

こ
れ
を
「
資
本
の
循
環
」、
ま
た
は
「
資

本
の
回
転
」
と
呼
ぶ
。
農
業
に
お
け
る
生

産
活
動
は
言
い
換
え
る
と
、
資
金
回
収
活

動
で
あ
る
。
そ
し
て
、
資
金
管
理
と
は
経

営
者
が
考
え
な
が
ら
こ
の
資
金
を
動
か
し

て
い
く
こ
と
を
指
す
。

農
業
経
営
で
は
、
固
定
資
産
へ
の
投
資

が
多
く
、そ
の
回
収
に
は
時
間
が
か
か
る
。

機
械
・
施
設
は
、
会
計
的
に
考
え
れ
ば
、

回
収
で
き
る
の
は
減
価
償
却
費
の
部
分
だ

け
で
、
ま
た
必
要
不
可
欠
な
農
地
は
、
売

却
し
な
け
れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
の
資
金

回
収
は
で
き
な
い
。

あ
の
「
耕
作
」
氏
が

農
業
を
語
る

資
本
は
循
環
・
回
転
す
る

貸
借
と
損
益
の
活
か
し
方
（
２
）
収
益
性
の
さ
ら
な
る
見
極
め
方土

地
や
機
械
、
施
設
な
ど
の
固
定
資
産

へ
の
投
資
（
購
入
）
は
、
生
産
活
動
の
た

め
に
重
要
だ
が
、
負
債
に
よ
る
資
金
調
達

に
頼
っ
て
ば
か
り
い
る
と
、
経
営
を
圧
迫

し
、
資
金
滞
留
の
一
番
大
き
な
要
因
に
も

な
り
得
る
。
と
く
に
農
地
の
購
入
に
よ
る

規
模
拡
大
は
、
農
業
経
営
で
最
も
気
を
配

る
べ
き
投
資
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
生
産
資
材
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
る
。
生
産
・
販
売
活
動
に
直
接
成

果
を
も
た
ら
さ
な
い
物
に
金
を
無
駄
使
い

し
て
い
る
と
、
じ
わ
り
じ
わ
り
と
正
味
の

運
転
資
金
で
あ
る
、
現
金
や
預
金
を
減
ら

す
。
生
産
ロ
ス
は
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
大

き
な
綻ほ

こ
ろび
と
な
る
の
で
注
意
し
て
い
き
た

い
事
項
で
あ
る
。

下
手
く
そ
な
資
産
運
用
と
な
ら
な
い
た

め
に
も
、①
技
術
と
生
産
目
標
の
明
確
化
、

②
不
足
財
の
予
算
編
成
、
③
購
入
前
の
リ

サ
ー
チ
を
欠
い
て
は
い
け
な
い
。

会
計
期
間
は
１
年
で
あ
る
。
そ
の
間
に

調
達
→
運
用
→
回
収
→
返
済
の
４
つ
の
過

程
と
資
金
循
環
を
意
識
し
よ
う
。
理
解
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
資
金
管
理
の
基
本
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目
標
と
な
る
。
農
業
経
営
で
は
、
土
地
や

大
家
畜
へ
の
投
資
が
多
い
場
合
は
１
・
０

を
な
か
な
か
上
回
ら
ず
、
０
・
７
程
度
で

あ
る
。
Ａ
農
場
は
２
０
０
万
円
の
資
産
に

対
し
、
収
益
は
１
０
０
万
円
で
あ
る
。
総

資
本
回
転
率
は
０
・
５
と
低
い
。
一
方
の

Ｂ
農
場
は
、
Ａ
農
場
と
同
じ
資
産
だ
が
収

益
は
２
０
０
万
円
あ
り
、
総
資
本
回
転
率

は
１
・
０
で
、
収
益
を
上
げ
る
た
め
の
資

本
の
効
率
は
良
い
と
判
断
で
き
る
。

次
に
自
己
資
本
に
対
す
る
回
転
率
も
見

て
み
よ
う
。
Ａ
農
場
の
自
己
資
本
は
１
２

０
万
円
だ
か
ら
、自
己
資
本
回
転
率
は
０
・

８
と
な
る
。
Ｂ
農
場
で
は
自
己
資
本
が
低

い
の
が
課
題
で
、自
己
資
本
回
転
率
は
５
・

０
で
あ
る
。
こ
の
自
己
資
本
回
転
率
は
、

自
己
資
本
と
売
り
上
げ
が
同
時
に
減
少
し

て
業
績
が
悪
化
す
る
と
、
分
母
も
分
子
も

減
る
の
で
比
率
が
変
化
し
な
い
こ
と
も
あ

る
。
そ
の
場
合
は
と
く
に
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

次
に
資
本
を
投
資
し
て
か
ら
回
収
す
る

ま
で
の
資
本
回
収
期
間
を
考
え
て
み
よ

う
。
資
本
回
収
期
間
は
、
資
本
回
転
率
の

分
母
と
分
子
を
入
れ
替
え
、
逆
数
で
考
え

る
。
負
債
を
分
母
に
、
収
益
を
分
子
に
す

れ
ば
、
返
済
能
力
の
代
表
項
目
、
売
上
高

負
債
率
が
求
め
ら
れ
る
。
負
債
は
外
部
か

ら
資
本
を
調
達
す
る
こ
と
だ
が
、
経
営
活

動
で
は
常
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
仮
に
負

債
が
多
く
て
も
、
支
払
う
た
め
の
収
益
が

そ
れ
を
上
回
っ
て
い
れ
ば
、
良
い
こ
と
で

な
い
が
経
営
は
継
続
で
き
る
。
資
本
は
滞

留
せ
ず
、
回
転
し
て
い
く
た
め
で
あ
る
。

２
つ
の
農
場
の
資
本
回
収
期
間
を
総
資

本
で
考
え
て
み
よ
う
。
投
資
さ
れ
た
資
産

に
対
し
て
、
Ａ
農
場
で
は
２
年
、
Ｂ
農
場

で
は
１
年
と
な
る
。
総
資
本
回
転
率
の
逆

数
な
の
で
当
た
り
前
だ
が
、
Ａ
農
場
は
投

資
ロ
ス
が
多
い
と
感
じ
、
Ｂ
農
場
は
自
己

資
本
が
少
な
い
も
の
の
収
益
性
は
高
く
、

資
産
が
フ
ル
回
転
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
Ａ
農
場
も
Ｂ
農
場
も
売
上
高
負
債
率

は
80
％
で
あ
る
。
指
標
は
１
０
０
％
以
内

で
健
全
な
経
営
、
１
２
０
％
を
超
え
る
と

資
金
不
足
を
経
営
者
が
実
感
す
る
と
言
わ

れ
る
。
ど
ち
ら
の
農
場
も
同
じ
で
、
ま
ず

健
全
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

新
規
就
農
者
に
施
設
園
芸
を
選
ぶ
方
が

非
常
に
多
い
の
は
、
元
手
が
少
な
く
て
も

大
き
な
収
益
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い

か
ら
で
あ
る
。
逆
に
酪
農
・
畜
産
経
営
や

土
地
利
用
型
の
経
営
は
、
元
手
が
多
く
か

か
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
資
金
が
調
達
し
に

く
い
た
め
、
新
規
に
開
業
し
に
く
い
。
現

状
の
経
営
で
も
、
資
本
回
転
率
を
高
め
、

資
本
回
収
期
間
を
短
く
し
た
い
の
な
ら
、

作
目
の
選
択
に
も
工
夫
を
加
え
て
、
資
産

に
対
す
る
収
益
を
高
め
て
い
く
よ
り
ほ
か

に
道
は
な
い
。

さ
ら
に
30�

ha
経
営
の
個
人
経
営
の
事
例

で
分
析
し
て
み
よ
う
（
図
３
）。
固
定
資

１
年
間
に
何
回
転
し
た
か
を
見
る
指
標
で

あ
る
。
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
は
な
く
、
回

転
数
で
表
す
。
で
は
、
基
本
と
な
る
総
資

本
回
転
率
か
ら
始
め
よ
う
。

総
資
本
回
転
率
と
は
（
資
産
）
に
対
し

て
、
収
益
が
何
回
転
し
た
か
を
見
る
分
析

項
目
で
、
こ
こ
か
ら
資
本
効
率
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
一
般
的
に
１
・
０
以
上
が

を
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。

前
回
は
利
益
を
中
心
に
解
説
し
た
が
、

今
回
は
２
つ
の
農
場
の
資
本
回
転
と
収
益

に
重
点
に
置
き
、
６
つ
の
数
値
か
ら
収
益

性
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
（
図
２
）。

資
本
回
転
率
と
は
、
投
下
さ
れ
た
資
本
が

（販売）

自己資本 50万円

負債 50万円

図1：経営活動での資金の流れ（キャッシュフロー）

100万円万円0万円

運用

60万円0万円円

10万円00万円

回収

調達

調達

資金の
循環・回転

蓄積返済

＜生産活動＞

土地の購入 機械・施設の更新

資材の購入 労賃の支払い

農産物

資
産
を
フ
ル
回
転
せ
よ
!!

資
産
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

に見合った収益






を
得
よ



40農業経営者 2015 ���  ��年��  ��11 ��月号

に
増
え
る
か
を
考
え
る
た
め
に
３
つ
の
数

式
を
掲
載
す
る
。
何
を
い
ま
さ
ら
と
思
う

人
も
多
い
だ
ろ
う
が
、
も
う
一
度
考
え
て

ほ
し
い
。

営
業
収
益
は
、
農
産
物
の
単
価
か
生
産

量
を
高
め
る
以
外
に
、
増
や
す
方
法
は
な

い
。
そ
し
て
利
益
増
大
の
た
め
に
は
、
生

産
活
動
に
か
か
る
費
用
は
そ
れ
以
下
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
産
資
材
等
の
投
入

量
を
単
位
面
積
当
た
り
で
示
す
農
業
で

は
、10
ａ
当
た
り
の
営
業
収
益
を
見
据
え
、

生
産
財
を
投
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

収
益
に
見
合
わ
な
い
買
い
物
は
す
る
べ
き

で
は
な
い
。
行
動
が
伴
わ
な
い
こ
と
や
言

い
訳
も
多
い
が
、
私
自
身
も
常
に
言
い
聞

か
せ
な
が
ら
経
営
し
て
い
る
。
こ
の
原
則

の
も
と
、
資
本
回
転
率
か
ら
収
益
性
を
見

極
め
る
べ
き
で
あ
る
。

日
本
の
、
い
や
、
日
本
人
の
モ
ノ
づ
く

り
や
商
品
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
世
界
に
誇

れ
る
も
の
で
あ
る
。
農
業
、
農
家
と
て
例

外
に
考
え
る
こ
と
は
な
い
。
我
々
が
自
信

を
持
ち
、
潜
在
す
る
力
を
引
き
出
す
。
土

地
や
機
械
な
ど
の
築
い
て
き
た
資
産
と
資

金
を
合
わ
せ
た
資
本
を
フ
ル
回
転
す
れ

ば
、
多
く
の
収
益
を
た
た
き
出
す
こ
と
も

夢
で
は
な
い
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
妥
結
し
た
後
も
、

チ
ャ
ン
ス
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る

は
ず
だ
。
何
を
作
る
か
、
何
を
売
る
か
、

各
々
の
戦
略
を
立
て
る
と
き
に
、
ぜ
ひ
収

益
性
を
見
極
め
る
分
析
を
活
か
し
て
い
こ

う
。

産
の
回
転
率
も
気
に
な
る
の

で
、固
定
資
産
回
転
率
と
機
械
・

施
設
回
転
率
の
２
項
目
を
増
や

し
て
み
た
。

ま
ず
、総
資
本
回
転
率
は
０
・

39
と
極
め
て
低
い
。
順
に
計
算

し
て
み
る
と
、
自
己
資
本
回
転

率
は
０
・
74
、
固
定
資
産
回
転

率
は
０
・
42
、
機
械
・
施
設
資

本
回
転
率
は
１
・
06
と
な
る
。

こ
の
経
営
で
は
土
地
は
自
己
所

有
と
想
定
し
て
い
る
の
で
賃
借

料
が
費
用
に
発
生
し
な
い
が
、

あ
ま
り
に
も
資
本
回
転
率
が
低

い
。
ま
た
、
売
上
高
負
債
率
は

１
２
０
％
を
超
え
て
お
り
、
赤

信
号
で
あ
る
。

本
来
は
純
然
た
る
農
業
生
産

で
の
収
益
、
つ
ま
り
営
業
収
益

で
分
析
を
行
な
う
べ
き
だ
が
、

交
付
金
等
も
加
算
し
た
収
益
合

計
で
計
算
し
た
数
字
を
見
た
だ

け
で
も
恐
ろ
し
く
な
る
深
刻
な

状
況
で
あ
る
。
た
と
え
単
年
度

の
資
金
返
済
額
が
調
達
で
き

て
、
切
り
抜
け
ら
れ
た
と
し
て

も
、
根
本
的
に
苦
し
い
状
況
が

続
く
は
ず
だ
。

こ
の
事
例
か
ら
わ
か
る
と
お

り
、
資
産
に
見
合
っ
た
収
益
を

得
て
い
く
こ
と
が
命
題
で
あ

る
。
そ
こ
で
収
益
が
ど
の
よ
う

図2：２つの農場の資本回転と資本回収期間の比較

計算事例
A農場

項　目 数　式
B農場

（単位：万円）

資産
200

負債
160

資本
40

費用
100

利益
100

収益
200

【Ｂ農場】

貸
借
対
照
表

資産
200

負債
80

資本
120

費用
80

利益
20

収益
100

【Ａ農場】

損
益
計
算
書

総資本回転率
収益

総資本（資産）
＝ 　0.5

100
200

＝　 1.0
200
200

自己資本回転率
利益

自己資本（資本）
＝ 　0.8

100
120

＝ 　5.0
200
40

売上高負債率（％）
負債
収益

×　100（％） ＝ 　80％
80
100

×　100 ＝　 80％
160
200

×　100

資本回収期間（年）
総資本（資産）

収益
200
100

＝ 　2年 ＝ 　1年
200
200

売上高
負債率
80％

総資本回転率 0.5
資本回収期間 2年

自己資本
回転率
0.8

売上高
負債率
80％

総資本回転率 1.0
資本回収期間 1年

自己資本
回転率
5.0
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資産の部（借方）

※いずれも水稲16ha（うち6haは乾田直播）、小麦10ha、大豆4haの
　合計30haの経営を想定して筆者が作成

図3：個人経営（30ha経営）の資本回転による収益性の分析事例

（2014年12月31日現在）
期末貸借対照表

（単位：千円）
負債・資本の部（貸方）

金　額科　目 金　額科　目

自2014年1月１日　至2014年12月31日
損益計算書

（単位：千円）
資産の部（借方） 収益の部（貸方）
科　目 金　額 金　額科　目

3,000
300
2,700
1,500
500
1,000

0
0

83,000
50,000
20,000
13,000

0
0

2,500
1,000
1,500
90,000

①当座資産
　現金
　普通預貯金
②棚卸資産
　未販売農産物
　購入品
　小家畜
　育成家畜
③固定資産
　土地
　建物施設
　機械器具
　大家畜
　大植物
④投資資産
　有価証券
　外部出資
　資産合計

2,000
200
1,800
41,000
23,000
18,000
43,000

45,000
2,000
6,000
－4,000
47,000

90,000

⑤短期負債
　未払金
　短期借入金
⑥長期負債
　公庫資金
　農協ローン
　負債合計

⑦資本金（期首）
⑧資本剰余金
　当期純利益
　事業主勘定
　資本金（期末）

  負債・資本合計

①営業費用
　種苗費
　肥料費
　農薬費
　養畜衛生費
　諸材料費
　素畜費
　飼料費
　専従者給与
　雇用労賃
　賃料料金
　動力光熱費
　修理費
　農具費
　減価償却費
　公課諸負担
　販売費用
　農業共済費
　土地改良費
　雑費
②営業外費用
　支払利息
　営業外費用
③当期純利益
 費用・利益合計

27,500
1,000
2,500
1,000

0
2,500

0
0

2,400
800
3,000
1,000
2,000
1,000
3,500
1,500
1,000
1,000
3,000
300
1,500
500
1,000
6,000
35,000

25,100
16,000
9,000

0
100
9,900
5,900
4,000

35,000

④営業収益
　水稲収益
　畑作物収益
　その他
　農業雑収入
⑤営業外収益
　交付金
　その他

　収益合計

項　目 数　式 計算事例　（単位：千円）

資
本
回
転

総資本回転率
収益

総資本（資産）
＝　 0.39

35,000
90,000

自己資本回転率
収益

自己資本（資本金（期末））
＝　0.74

35,000
47,000

固定資産回転率
収益
固定資産

＝　 0.42
35,000
83,000

機械・施設資本回転率
収益

機械器具＋建物施設
＝　 1.06

35,000
33,000

売上高負債率（％）
負債
収益

×　100（％） ＝　 123％
43,000
35,000

×　100

●資本回転と資本回収期間

資
本
回
収
期
間

資本回収期間（年）
総資本（資産）

収益
＝　 2.57年

90,000
35,000

営業収益

10ａ当たりの営業収益

資産100万円当たりの営業収益

●単位面積・資産100万円当たりの営業収益の目安

＝　 2,510万円

＝　 8.4万円
25,100,000
3,000

×　10

＝　27.9万円
25,100,000
90,000,000

×　100万円

×　販売量単価

営業収益
面積（ａ）

×　10a

営業収益
総資産（資産）

×　100万円


